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子どもの自己肯定感をはぐくみ、主体的・対話的
で深い学び、学力向上にもつながる対話型鑑賞

（朝鑑賞）

～アート・カードの活用を通して～

滋賀大学教職大学院 青木善治

令和6年度下越美術教育研究会 冬季研修会
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これまで、どのような
鑑賞の授業を受けてきましたか？

対話型鑑賞を授業で受けられた方は
いらっしゃいますか？
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教科学習で

正解・不正解のない、

正解を求めない

学習活動はありますか？
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質問コーナー
◼ 自分のことが好き？
（ 好き まあまあ好き あまり好きではない 嫌い）

◼ 自分と一番長くつきあっていく人は誰？

◼ 自分の見えているものと隣の人が見えているものは同じ？

それを確かめるにはどうしたらよいか？

◼ 自分が聞こえているもの、感じていることは隣の人と同じ？

◼ コトバはとても便利だが、受け取り方は子どもたち一人一人違って
いる。 それはなぜか？

◼ 他の誰よりも一番長くつきあう自分自身。そんな子どもたちの「自己
肯定感」を高めていく、そのために、図画工作・美術は最適！！



現在の学校教育の課題と改善策｜ともに育つ・育む！ - ママのお出かけ応援マガジ
ンサイト「まみたん」 (mamitan.net) より

現在の学校教育の課題と改善策

ともに育つ・育む！
次世代を担う子どものためにまずは大人から意識改革を

これまでの教育は、大人になってから困らないように「正解や正しいやり方を覚えておき
なさい」というものでした。次の世代は先行き不透明で予測不可能なうえ、環境問題・社会
問題の解決も求められます。そこに正解はなく、必要な知力・能力はこれまでと大きく異な
ります。

予測不可能な未来を担う子どもたちのためにできることは、判断材料を提示するくらいで
す。学校で「すべきこと」ばかり与えてきた結果、自分で物事を選択する力や社会を変える
力はあまり培われなかったのです。不登校、自殺者数が過去に例をみないほど増加していま
すが、このような社会を作ったのは大人です。

ジェンダーを含め、既成概念にとらわれることなく、学校教育はもちろん、入試制度や採用
試験の内容を見直し、いつでもやり直しができる仕組み作りを行いながら、子どもの自己肯
定感を高め、自分の人生を自分で考えることができるように改善し続けることが必要です。

大人が有能さを秘めた子どもたちのさらなる変容を求めるなら、学校教育や社会を含め、大
人の見方や考え方を改善し続けることが大切なのです。

そのうえでもアートは最適！！ （青木善治）
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これまでの主な経緯
令和２年度末まで新潟県の主に小学校において 33 年間勤務し，校長としては

2 カ校従事、2021年4月より滋賀大学へ

教頭職の次に 2013 年 4 月から 4 年間異動により，新潟県教育庁文化行政課
（新潟県立近代美術館 ）において学芸員と共に美術教育の普及に従事アート・
カードを用いた鑑賞や「対話型鑑賞」の有効性を体感し，教育現場でもっと普及
させたいと思いを強くした

その効果や有効性を拙稿（2019）「教師が変容する研修の在り方に関する一考察－

対話型鑑賞研修会における教師の変容事例から－」大学美術教育学会誌論文

前任校において朝学習の時間帯を活用し，「朝鑑賞」を実践し，その効果を実
感。拙稿（2021）「自己肯定感を高め，生き生きと表現する子どもの育成に関する教育実践

研究」、拙稿(2022）「互いのよさや個性を認め尊重し合う子どもの育成に関する教育実践研究」大学美

術教育学会誌論文や学会発表等においても対話型鑑賞の効果や可能性を校長職の際に
示してきた

彦根市立平田小学校、米原小学校等にて共同研究継続中、南魚沼市や彦根
市教育委員会定例校長会において、鑑賞の魅力を紹介させていただく

『教師が「教えない人」になれる時間 15分間の「朝鑑賞」が子どもの自己肯定感
を育む』 2024年3月出版 東洋館出版社より
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アマゾンでも送料無料にて
販売中！！
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きょう

教育新聞 2024年9月30日



「自己肯定感」を高め、「学力向上」にもつながる
とっておきの方法があります！！

◼ 「朝読書」や「朝学習」の時間を活用して
学級ごとに「対話型鑑賞（朝鑑賞）」を

   まずは月に１回程度から実施

◼ 朝鑑賞の題材は、滋賀県でも採用されて
いる日本文教出版の小学校教師用指導書に
付随する「アート・カード」を活用

◼ 教室のモニター等に映して使用
自己（授業実践）紹介後に説明いたします
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翌年の2019年
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学校において留意してきたこと
◼ かつて私も子どもであったのだが、いつの
間にか、頭でっかちで既成の概念や価値
観で縛られ、年をとるほど大切なものを失
ってきているように感じている

◼ 子どもたちの世界を丁寧にとらえ直してい
くと、自分自身が子どもや学びをどのよう
にみているのかを不断に見直すきっかけ
になっていることに気付く

◼ すると、子どもたちと共に行為しながら、そ
の行為によって立ち表れる意味や、それ
をつくりだした行為の意味を教師自身の身
体を通して感じ取るようにすることがとても
重要だと感じている
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「造形遊び」 の 「学び」

◼ ただ遊んでいるだけで、
何も身に付かないのでは
ないか、、、

◼ 過程が大切とはわかって
はいても、結果のできば
えが気になる

◼ 新しい意味や＜私＞をど
のように培っているのか

◼ 一体、何が、どのように培われているのか、子どもの
学びがみえなかった



34

留意していきたいこと

◼ 学習活動後にビデオ記録や作文シー
トなどを見直していくと、その場では
感じられなかったことや自分の思い
違いに多々気付く

◼ すると、教師がその場でとらえている
ことが決して全てではない

◼ すなわち、子どものことが「わかりか
けてきた」「わかってきた」といった安
心感みたいなものをもちはじめたとき
こそ、子どもをとらえる目が鈍りはじ
めている
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子どもを内側から見る
◼ もちろん、子どもの心や思いを知
りたいと願い、外側から無理矢理
心の扉を開けることは不可能

◼ 子どもの心の扉を開く取手は、子
どもの内側にしかない

◼ そのためにも、「その子に対する
他の可能性やとらえ方もあるかも
しれない」といった緩やかな前提
で謙虚にかかわり合うように留意
していく
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教師の心構え 自己肯定感を育むために

◼ この様な心構えがあると、一人一
人の＜子ども＞に対して共感しや
すくなり、より適切な支援を行うこ
とにつながり、子どものよさやリズ
ムや論理をとらえやすくなるように
感じている

◼ さらに、子どもは自分のよさを認
められる状況から、安心して笑顔
をみせて学びを育み、「自己肯定
感」を培いやすい環境になること
がわかってきた
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気をつけていきたいこと

◼ 図工に限らず、全ての教科や学習活動におい

て、子どもをあることができるかできないかなど

といった一元的な尺度でとらえず、

◼ 子どもの行為を子どもの「内側からみる」姿勢

で、子どもを共感的にとらえ続けていきたい

◼ 子どもたちにとって、この様な安心できる場や

状況が「自己肯定感」を培い、意欲を高め、「学

力」のみならず、「学欲向上」につながっていく

シュレッダーからうまれたよ（４年生）
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つくる ＜漢字からひらがなへ＞
◼ そもそも、「作る」という言葉の表層的

で狭いイメージを取り除き、ひらかれ

た＜つくる＞という行為とする意図か

ら、昭和５２年度の学習指導要領か

ら「つくる（ひらがな）」と表記する経緯

がある

◼ しかし、今日においても図画工作や

美術が本来の意味での人間形成に

深くかかわる教育として、認知されて

いるのであろうか
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「子ども理解」の大変さ
◼ この言葉を「大人」に置き換
えてみると、その困難さがよく
わかる

◼ 「大人理解」など不可能なの
ではないだろうか

◼ しかし、相手が年下の「子ど
も」であると、つい大人は＜子
ども＞を未成熟、未発達な存
在ととらえてしまい、

◼ わかっているような錯覚に陥
りがち

◼ 子どもの作品からみえること
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子どもの姿からみえること
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最上の褒め言葉は？

◼ 「あなたの作品をもっとみたいな～」
「この作品を玄関に飾ってみたいな
～」等、作品を認め、作品を共有し
ようする姿勢の表現

◼ 「ほめる」という意識を捨てて、その
まま子どもを感じるように
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最上の褒め言葉は？

◼ 例：「ここ、どうしたの？」

「なるほどね～」「そうなんだ」
「ふ～ん」

◼ 「どんな順番でつくったの？」

◼ 「なるほどね。じゃ、ここを描いた後に
紙を貼ったんだ」「そうかあ」

◼ 大人の価値観や概念、常識といっ
たもの・自分をいったん脇において、
子どもを感じていく姿勢が大切
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「自己肯定感」を高め、「学力向上」にもつながる
とっておきの方法があります！！

◼ 「朝読書」や「朝学習」の時間を活用して
学級ごとに「対話型鑑賞（朝鑑賞）」を

   まずは月に１回程度から実施

◼ 朝鑑賞の題材は、滋賀県でも採用されて
いる日本文教出版の小学校教師用指導書に
付随する「アート・カード」を活用

◼ 教室のモニター等に映して使用
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朝鑑賞の様子
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「自己肯定感」を高め、「学力向上」にもつながる
とっておきの方法があります！！

◼ 日本文教出版の教師用指導書に付随する教材

「アート・カード」を活用
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１ アート・ゲームは、鑑賞「活動」そのものを楽しみな
がら思考・判断し、表現することを「学習」させる鑑
賞「教育」

活動を楽しむ＝体験活動
話し合いでの確認＝到達目標
ふりかえり＝向上目標

アート・カードを用いた鑑賞活動
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1枚のアート・カードからの活用例
（朝鑑賞）
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「自己肯定感」を高め、「学力向上」にもつながる
とっておきの方法があります！！

対話型鑑賞とは1980年代半ばに、アメリ

カのニューヨーク近代美術館で子ども向けに
開発された美術の鑑賞法（VTS）

作品の意味や技法、作者に関することなど、
美術の知識をもとにして作品と向かい合うの
ではなく、作品に対する自分の見方、感じ方
や考え方を他者と交流しながら、その対話を
通して鑑賞を楽しむ

この朝鑑賞の最大の特徴は、学力の優劣が
大きく関係せず、誰もが平等に参加でき、思
考力や表現力を高めていくことができる

また、先生は「教えない」人になり、その
かわり「問い」を投げかけ、つなげていくフ
ァシリテーターとなる
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アーティストは、目にみえる作品を生み出す
過程で次の３つのことをしている

①「自分だけのものの見方、考え方」で世界
をみつめ

②「自分なりの答え」を生み出し

③それによって「新たな問い」を生み出す

※アート思考とはまさにこうした思考プロセ
スであり、「自分だけの視点」で物事を
見て、「自分なりの答え」をつくりだすた
めの作法。

「アート」とは、上手に絵を描いたり、美しい造形
物をつくったり、歴史的な名画の知識・ウンチク
を語れるようになったりすることではない。「ア
ート思考」を身に着けることが「美術」という授
業の本来の役割 P13より

アート思考とは
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「自己肯定感」を高め、「学力向上」にもつながる
とっておきの方法があります！！

朝鑑賞中は、子どもは教師から知識を

与えられる側、知識を試される側という
受け身の存在ではなく、問いに対して主
体的に考え、友だちの考えも取り入れな
がら、他者の考えも取り入れながら、自
分で考えた「答え」を組み立てていく能
動的な存在となる

「この作品から、何が見えますか？」
「時間は朝昼晩のいつ頃？」
「季節はいつ頃だと思いますか？」
「どんな声や音が聞こえますか？」
「どんな問いが考えられますか？」

「不思議な点とか疑問点とかありますか？」

「どんな題名をつけますか？」

「どこからそう思いましたか？」等々
様々な投げかけから
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「自己肯定感」を高め、「学力向上」にもつながる
とっておきの方法があります！！

対話型鑑賞（朝鑑賞）中、子どもたちは
「みる→考える→話す→聴く→みる→考える
→話す→聴く」を繰り返していく

そこには正解もなければ不正解もない

学校はとかく正解や同質性を求める雰囲気が

「違い」を受け入れやすい場を確保できる

この様な活動を繰り返す中で、同じ作品を
見ていても、多様な見方や感じ方があり、互
いのよさや個性を発揮しやすく、同時に認め
やすい環境もつくられていく

それは、朝鑑賞後の授業においても、意欲
的に発言する子どもが増えると同時に、お互
いの話をしっかりと聞く姿勢も培われていく
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「自己肯定感」を高め、「学力向上」にもつながる

作品を見て、考えて、確かにそうだと

肯定する、受け入れるといった活動を繰
り返していく中で、子どもたちは、自他
の多様な見方や感じ方、考え方を朝鑑賞
を通して培っていきやすいことや

教師の変容も明らかに

朝鑑賞で身につけたファシリテーション
スキルが功を奏す！

大勢の子どもたちから出てくる意見を
巧みに拾い、適切な投げかけをするのは
なかなか難しいこと、これを繰り返して
いくなかで、これまで以上に子どもの声
に耳を傾けるようになり、授業では子ど
もが考えをめぐらすことを待てるように

是非、試してみませんか
53
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朝鑑賞から見取った子どもの姿

59

1.のびのびと楽しそうに発言している

子どもが楽しそうに生き生きと発言しているとい
う感想が、もっとも多く寄せられた。普段はあま
り発言しない子も、朝鑑賞の場では発言への抵抗
が少なくなるようである。
正解・不正解がないという点で、どの子も発言し
やすい場ができるのが朝鑑賞の大きな魅力。中に
は、「正解がない」からこそ戸惑う子もいるよう
であるが、回数を重ねる中で変化していった。

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
東洋館出版社、2024年、pp.111-1116より



朝鑑賞から見取った子どもの姿
アンケートの回答から
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・何を話してもいいという気持ちがあるので、自分から手を挙げる子が増えた。
（１年担任）
・あまり授業に参加できない児童からの発言もあり、全員の視線がモニターに向
いている。（2年担任）
・普段挙手しづらい児童も発言できていた。相手の想いを聞いて、「ああ～」
「ほんまや」と素直なうなずきが多くみられた。（1年担任）
・子どもたちが意欲的に発表していた。自分の意見がまわりに認められる心地よ
さを味わえたのだと思う。（３年担任）
・話をすることが苦手な子も多いが、朝鑑賞の自由な雰囲気の中では、思いつい
たことを楽しそうに話している。（特別支援学級）
・発表をしない子もいるが、ほかの子の意見を楽しそうに聞いているので、そ
れはそれでよいかなと思う。（4年担任）
・「次もやりたい」「もうちょっと続けたい」という声が上がり、子どもたちは
毎回楽しみにしている。（4年担任）
・普段、発表が苦手でかたまっている子も、朝鑑賞では生き生きとしている。一
日の始まりを気分よくスタートできる。（３年担任）

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
東洋館出版社、2024年、pp.111-116より



朝鑑賞から見取った子どもの姿
アンケートの回答から
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・疲れた様子だった子どもたちが、朝鑑賞を通して活気を取り戻している場面も
あった。発表に対して、「たしかに！」「ほんまや！」と自然と出る声がクラ
スをよい雰囲気にさせてくれる。（3年担任）
・とにかく子どもたちの表情が生き生きとしている。会話のキャッチボールがで
きているし、何より子どもの発想がおもしろい！（特別支援学級）
・正解・不正解がないということに安心を感じている様子。友達の発言にうなず
いたり、自分の発言に「なるほど」と言ってもらえたりすることを楽しんでい
る。（2年担任）
・6年生の子どもたちは「間違ってはいけない」という固定観念が強く、答えが
ないものに対して発言しない傾向にある。そのため、１回目はあまり手が挙が
らず意見を言わなかった。続けていくことで、効果をみていきたい。（6年担
任）
・他教科でも「間違っているかもしれないけど」「たぶん」という前置きをしな
がら、自信はなくてもとにかく発言してみようという雰囲気が広がっている。
（5年担任）

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
東洋館出版社、2024年、pp.111-116より



朝鑑賞から見取った子どもの姿
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２．いろいろな見方や感じ方があることを実感できる

朝鑑賞を通して、人によっていろいろな見方や考え方が
あるということ、そしてそれを互いに尊重することが大切
であるということを自然と感じ取っていくことができる。
多面的に考え、多様性を受け入れようとしている姿を見取
ることができたという意見も多く寄せられた。



朝鑑賞から見取った子どもの姿
アンケートの回答から

63

・友達の気付きを聞くことで自分とは違う感性に触れられ、毎回楽しそうに過ご
していた。（１年担任）
・朝？昼？夜？と聞いたら、全部（朝、昼、夜）と答える子がいて、一枚の絵に
一日の流れを感じているのだと思った。いろいろな見方や感じ方があるのだと
私自身も学んだ。（１年担任）
・友達の新しい見方を知り、「なるほど」と納得している様子だった。どの意見
も「そうかもしれないよね」と肯定できるので、とてもよい雰囲気。（4年担
任）
・「この人物はどんなことを考えているのでしょうか？」などの投げかけは、
相手の表情から気持ちを想像することを促すので、とても大切なことだと思
う。（２年担任）
・題名を子どもたちに決めてもらうと、想像のつかない題名がたくさん出てきて
おもしろい。

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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朝鑑賞から見取った子どもの姿
アンケートの回答から
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３ どんな意見も受け入れられる安心感のある学級になる

人によっていろいろな見方や考え方があることを知り、
互いに尊重する態度が醸成されていくと、思いやりにあふ
れたあたたかな学級になっていく。学級づくりにおいて
も、朝鑑賞がプラスに働いていることを実感しているとい
う意見が多く寄せられた。



朝鑑賞から見取った子どもの姿
アンケートの回答から
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３ どんな意見も受け入れられる安心感のある学級になる

・人によって見方がこんなに違うのだということを、子どもたちは実感できたと
思う。どんな意見も受け入れられる安心できる学級になるのではないかと思
う。（5年担任）
・幅広いものの見方ができるようになること、そのことを安心して伝えること
ができる雰囲気づくり、受け入れてもらえたという安心感、学級の素地づくり
に大いにプラスになるなと感じている。（教務主任）
・多様な考えや思いを引き出す場として素晴らしい時間だと思う。発表後に聞
こえる「あーなるほど」「確かに～」という言葉は、安心できる学級風土の醸
成につながるだろう。（教務主任）
・いろいろな気持ちや考え方に共感する力を身につけられたと思う。（特別支
援学級）

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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教師の気づきや成長
アンケートの回答から
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アンケートの回答からは、教師自身の気付きや成長に関す
る言及も多くみられた。朝鑑賞は、教師にとっても大きな
学びと喜びを得ることのできる活動だということがわか
る。

（1）子どもを理解するための助けになる
子どもを理解することにつながったという意見が多くあっ
た。朝鑑賞では、普段はあまり発言しない子の言葉を聞く
こともできるので、意外な一面を知ったり、一人一人の子
どものよさを感じ取ったりすることができる。それは、教
師にとって大きな喜びとなる。



教師の気づきや成長
アンケートの回答から
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・子どもたちの様々な感じ方を知ることができて楽しい。
（1年担任）
・子どもたちのものの見方や感じ方、考え方から自分自身
も学ぶことができた。（6年担任）
・普段は挙手をしない子が発表したり、「この子からこん
な発言が！！」という意外な場面があったりして、発見と
驚きの時間だった。また、私自身も子どもの発言を聞い
て、とても勉強になった。（2年担任）
・朝鑑賞の時間は、ほとんどの意見が受け入れられる雰囲
気があるので、授業中にあまり発言しない子が発表するこ
とがあり、意外な面を発見することができた。（1年担
任）

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
東洋館出版社、2024年、pp.111-116より



教師の気づきや成長
アンケートの回答から
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（2）教師自身の学びになる
より充実した対話の場をつくるためには、ファシリテータ
ーの役割は重要である。そして、朝鑑賞でファシリテータ
ー役を務めることは、教師自身の力量を高めることにもつ
ながる。なぜなら、子どもの思いや考えを読み取りなが
ら、一人一人のよさを伸ばしていくような支援をすること
は、朝鑑賞以外に限らず、学校生活を通して教師に求めら
れる役割といえるからである。
アンケートには、そのような力量形成に役立ったという
意見も寄せられた。



教師の気づきや成長
アンケートの回答から
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・最初はどうつなげたらよいかがわからなかったが、やっ
ているうちにファシリテートの方法が少しわかってきた。
（５年担任）
・子どもたちは、頭に浮かんだイメージを伝えることが上
手になってきたように感じる。教師側は、どのような発問
で、子どもにイメージをもたせるのかを考える訓練にな
る。（特別支援学級）
・月に一回のペースなので、自尊感情を高めることにつな
がっているかどうかということはまだ判断しがたい。回数
を重ねていくことでどう変化していくか、注意深く見取っ
ていきたい。（4年担任）
・子どもの発言を常に意識するように心がけている。（6年
担任）
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まとめ

70

アンケートを実施した学校では、先生方の負担感を考慮
し、月１回というペースで朝鑑賞を全校一斉にスタートし
た。毎週実施している朝読書の時間の内、月に１回を朝鑑
賞に活用している。月に２～３回できたら理想的だが、無
理をすると長続きしない。月に１～２回でも、継続してこ
のような場を確保し続けていくことが大切だと考える。

寄せられた感想からは、教師が子どもに教えるのではな
く、子どもから教師が学ぶ姿勢を読み取ることができる。
すなわち、朝鑑賞の子どもの姿を通じて、教師自らの「子
ども」観や「学び」観に変容が生じていることがわかる。

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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学校運営の視点から ①
彦根市立平田小学校 加藤洋一校長先生
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朝鑑賞のウェルビーイングな効果
                           
「作品について感じ、考えたことを、発言したり聞いたりすると、なんだかいい
気持ちになっていく」、私自身が実際に対話型鑑賞を経験してみて感じたことで
ある。
児童生徒の自尊感情を高めたいと願う学校は多いだろう。私も赴任した学校ごと
に取り組みを工夫してきた。しかし自尊感情と学力はセットで低い場合が多く、
決め手に欠いた。そんな中、青木善治先生との出会いで感じるものがあり、すぐ
に校内研修を実施して実際に自分が体験してみると、上記のような感覚が私の中
に残り、その効果に確信を得たことを覚えている。
善は急げ、とばかり、２学期から月1回15分の朝鑑賞を導入したが混乱はなかっ
た。彦根市立平田小学校では現在もこの取り組みを継続している。
朝鑑賞では、自由に感じ、平等に発表し合い、聴き合う時間が生まれている。一
つの作品を学級みんなで観察し、見つけたことや考えたことを発表し合い聴き合
うことが、こんなに気持ちのよい空間を作り出すということは、導入してみて初
めてわかったことである。
先述の職員研修の話に戻る。令和３年の夏休み、青木先生を招聘し職員研修を行
った際、私自身が対話型鑑賞を楽しめた。照れながら発表したら教職員が好意的
に反応してくれてうれしくなり、しばらく気分がよかったことをおぼえている（
単純）。私だけでなく各教員が手応えを得ていたと思う。朝鑑賞で「自尊感情」
「学習意欲」の育成の効果が期待できそうだと感じた瞬間であろう。



学校運営の視点から ①
彦根市立平田小学校 加藤洋一校長先生
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朝鑑賞のウェルビーイングな効果

                           
同時に私は教員の育成も意識してきた。朝鑑賞を実践する際には、「聴く力
」「つなぐ力」が必須になるため、教員の授業力向上にもつながるだろう。ま
さにファシリテーション力である。そして、朝鑑賞において教師は教えない存
在になるため、美術的素養は必要ない。準備や教材研究等の負担があまりない
点も、働き方改革の時代に魅力であった。
教育は様々な取り組みが有機的に働いて時間をかけて熟成し、子どもたちの
成長に寄与していくものであろう。ささやかな取り組みであるが、受容し合え
る素敵な人間関係は、子どもたちに大切なものを生み出していくと思う。これ
からも成長を見守っていきたい。

令和5年8月25日

令和2・3年度彦根市立平田小学校校長
加藤 洋一

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が
子どもの自己肯定感を育む」

東洋館出版社、2024年、pp.126-127より



学校運営の視点から ②
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自己肯定感につながる「朝鑑賞」の魅力について

本校では、一昨年度の９月から朝の学習の時間を使って、月に１回朝鑑賞に
取り組んでいる。私自身は昨年度に赴任し、この活動を通して子どもたちの自
己肯定感が高まるよう、継続して取り組んでいる。
朝鑑賞では、「間違いはない」という安心感からか、みんなの前に出て、作
品を指さしながら自分の思いや考えを伝えている。それを聞いている子どもた
ちからは、「へぇ～、ほんとうや！」「そうみえる、みえる」「すごいなぁ」
などの声が上がり、お互いに気持ちや思いを交流することができている。
また、教員はすべてが美術の専門家ではないが、子どもたちと一緒になって
作品を鑑賞し、共に考え、発見し、共感している姿がよい。導入から１年経っ
た昨年度の夏休み、青木教授を講師に迎えて研修の場をもった。「朝鑑賞とは
何か」「いかに子どもたちに投げかけるとよいか」「どのように言葉を返すと
よいか」など、改めて研修することで、各教員が自信をもって朝鑑賞に取り組
むことができるようになったと感じる。さらに、作品をモニターに映し出し、
教員がタブレットの機能を活用して、一部分をぐっと拡大することで、細かな
気付きをみんなで確認するなど、教員も工夫しながら技量を高めている。
月１回の取り組みではあるが、朝鑑賞を通して、子どもたちが作品を楽しみ
つつ、自分の感じたままに伝え、それをまわりの子どもたちに認めてもらえる
ということが、自己肯定感につながっているのではないかと感じている。
今後も、子どもたちがお互いに認め合い、尊重できる学級集団づくりに向け
て、この取り組みを継続して進めていきたい。
令和5年8月30日

               令和４・５年度彦根市立平田小学校校長   宮﨑良雄

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
東洋館出版社、2024年、pp.127-1281より

。



学校運営の視点から ③
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朝鑑賞の取り組みを通して

対話型鑑賞を朝の時間に取り入れるという取り組みについて、担任の先生方
の受け止めにそれほど抵抗感は感じられなかった。令和4年度の２学期から導入
するにあたり、夏季休業中に青木先生の研修会を本校で開催していただいたこ
とも、安心感につながった。
最初の鑑賞は、学年ごとに同じ題材を扱うこととした。初回は、子どもたちも
先生方も初めての体験で、やや緊張した雰囲気でスタートしたが、先生の「何
がみえますか？」の問いかけに、普段発言の少ない児童が気づいたことを発表
してくれると、他の児童もいろいろと気づいたことを発表し始めた。前に出て
発表しづらそうな児童も、先生の励ましにより前に出て、指示棒で指し示しな
がら得意げに発表することができた。
回を重ねるうちに、子どもたちも慣れてきて、どんどん気づいたことを発表す
るようになった。しかし、前に出て発表となると、ためらう児童もいるので、
その子らが内面で考えたことを、表現し合う方法を模索中である。
また、担任はよき理解者でありすぎて、子どもの思考や表現を代弁してしまう
傾向がある。これからは、学びのファシリテーターとしての役割が重視されて
いる。対話型鑑賞は、子どもの「気づき」や「伝えたいこと」を、教員が引き
出したりつないだりするファシリテーション力を培っていける場である。
子どもの気づきや共感し合う態度を、子どもの声をつなげ学び合いを高める教
員の指導力を、これからも対話型鑑賞で培っていきたい。

彦根市立高宮小学校校長 久保田 篤

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
東洋館出版社、2024年、p129より

。



学校運営の視点から ④
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教師も子どもも「答えのない自由な世界」を味わうことができる朝鑑賞

本校では令和４年度より、青木教授と連携しながら朝鑑賞に取り組んでいる。
朝鑑賞を実施する中で、まず感じたのは、教師も子どもも「答えのない自由な
世界」を味わうことができるということである。子どもたち一人一人が口々に言
葉を発し、お互いの考えを聞き、「そういう考え方もあるよね」と他者の考えを
肯定する。そして、自分の考えと他者の考えを擦り合わせ、新たな考え方を生み
出していく。
この取り組みを通して、他者を理解するには対話が最も重要であることが見え
てくる。対話を繰り返す中で、子どもたちは多様性に気づき、他者を理解してい
く。朝鑑賞では「答え」は自由で、それぞれが感じた思いを出し合うことで、コ
ミュニケーションが高まり、自己肯定感が育成されていく。
学習指導要領の目指す資質・能力をはじめ、米原市が目指す「子どもたちが自
分でつかむ自分の未来」の実現に向けて、朝鑑賞の取り組みを引き続き実践して
いきたい。

  令和5年8月７日  
          
     令和5年度米原市立米原小学校校長 億田明彦

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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対話型鑑賞の７つのポイント

◼ 互いの考えや意見を尊重しながら自分自身の思考を
深めていくために、大切にしたいポイント。

◼ ファシリテーターはもちろんのこと、必要に応じて参
加者にも伝え、理解を促していく。

◼ ①１分間ほど静かに作品を見る（朝鑑賞では30秒程度）

◼ ②質問を投げてから、10 秒は待つ

◼ ③否定する言葉を使わない（「それは違う」などはNG）

◼ ④ オウム返しや言い換えをする（「○○ということですね」な
ど）

◼ ⑤具体化する（「作品のどこからそう思いましたか」など）

◼ ⑥事実と意見を分ける

◼ ⑦ 題名にも着目する（例えば、題名を隠しておく工夫も効果
的）
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青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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ファシリテーターによる投げかけ

◼ VTSでは、主に次の投げかけをする

◼ ①この作品の中で、どんな出来事が起きているでし
ょうか？

◼②作品のどこからそう思いましたか？

◼③もっと発見はありますか？

◼しかし、実際に子どもを対象とした朝鑑賞を続けて
いく中で、次のような投げかけが効果的だということ
が明らかになった
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青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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ファシリテーターによる投げかけ

【投げかけの例】

◼ 「何が見えますか？」

◼ 「時間はいつ頃だと思いますか？」

◼ 「季節はいつ頃だと思いますか？」

◼ 「どんな声や音が聞こえますか？」

◼ 「この絵をみて、どんな気持ちがしますか？」

◼ 「あなたなら、この作品にどんな題名をつけます
か？」

◼ 「絵の中の人物と同じポーズをしてみましょう」

◼ 「近づいて（離れて）みてみましょう」
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青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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ファシリテーターによる投げかけ
留意点

時間や季節、声や音などを問うことで、鑑賞者の考え
をより具体化していくことができる

また、鑑賞者がそれに答えた際に、「なぜそのように
考えたのですか？」と抽象的に理由を問うよりも、

「作品のどこからそう思いましたか？」と問うことで、
より具体化していくことができるため、他の鑑賞者と思
いを共有しやすくなる

79
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こんなときどうする？ 朝鑑賞のお悩みQ＆A
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Q3 発言をしている子が限られていることが気になります。発言していない子
まで、豊かな発想ができているか判断ができません。意図的に指名をするべき
でしょうか？

Q3たとえ挙手していなくても、「この子は何か言いたいことがありそうだな」
「何か感じ取っていそうだな」と表情から読み取れるようであれば、指名して
みてはいかがでしょうか。

「何がみえますか」という投げかけは、みえているものを述べればいいので、
どの子も発言しやすいと思われます。もし答えられなかったら、「また後で考え
がまとまったら教えてくださいね」と伝えてみてください。答えられなかったこ
とを本人が引け目に感じることのないようにしたいです。
ただし、一番大切なことは子どもが「発言する」ことではなく、子どもが「思
考する」ことです。友達の発言を聞いているようであれば、それを受けて、発言
していない子も思考しているはずです。表面的なことだけではなく、表情などか
ら子どもたちの内面（思考）を常に捉えるようにしていきましょう。友達の発言
をしっかりと聞くこと（傾聴）の方が、実はとてもとても難しいことなのです。

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
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こんなときどうする？ 朝鑑賞のお悩みQ＆A
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Q9 最後にどのように終わればよいのかがわかりません。
落としどころや締めくくり方が難しいです。

A9 対話型鑑賞には、正解・不正解がないので、他教科の
ように結論をまとめる必要はありません。どんな言葉で締
めてもよいですが、私が実践していた際には次のような言
葉でお開きにしていました。「みなさんと一緒に作品をみ
ると、私が考えもつかないような、いろいろな見方や感じ
方、考え方を知ることができて、とても楽しかったです。
本当にみなさんはすごいですね。また次回も楽しみにして
います」

青木善治「教師が『教えない人』になれる時間 15分間の『朝鑑賞』が子どもの自己肯定感を育む」
東洋館出版社、2024年、pp.117-123より
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「朝鑑賞」の先行研究・実施状況について

「対話型鑑賞」を「朝鑑賞」として先行研究したのは，三澤（2018）宮本・
奥村・東良・一條（2020）

三澤の「旅するムサビプロジェクト」から派生した「朝鑑賞」が所沢市立三
ケ島中学校に提案・実施されることとなり，その成果や学力分析をルーブリッ
ク及び質問紙を用いて奥村らが示し，資質・能力も向上したという量的研究成
果がある

また，沼田（2018）が中学校校長として「朝鑑賞」を土台とした授業改善・
学校改革に関する効果について記した研究報告がある
ただし，当時は小学生を対象とした小学校における「朝鑑賞」の研究は，持
続可能で適切な題材開発をはじめ、全国的にはほとんど実施されていない状況

・三澤一実（2018）「『朝鑑賞』の取り組みと成果報告」日本美術教育研究論集，「日本教育美術連合」第 51 号，
pp287-294 11

 

・宮本友弘・奥村高明・東良雅人・一條彰子（2020）「中学校における美術鑑賞学習の自己評価尺度の開発－資質・
能力の三つの柱の観点から－」「東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要第 6 巻」， pp45-49 12 

・沼田芳行（2018）「未来を拓く学校づくり朝鑑賞を土台としたチームミカジマの挑戦」第 34 回東書教育賞受賞論
文，東京書籍，pp.18-27，
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